
最近の北朝鮮の情勢等について

資料 １



○ ２回の核実験、２０発以上の弾道ミサイル発射という過去に例を見ない頻度で軍事的挑発を実施。

○ 弾道ミサイル技術に関する各種実験の実施を公表するなど、新たな中・長距離弾道ミサイルの実用
化に向けた技術の獲得及びその高度化を追求する姿勢を示している。

１月の核実験を指示する文書に署名する
金正恩

２月の「人工衛星」と称する
弾道ミサイル発射

４月のＳＬＢＭ発射

３月のスカッド発射

６月のムスダン発射

８月のＳＬＢＭ発射７月の弾道ミサイ
ル発射

９月の弾道ミサイ
ル発射

小型化された核弾頭と主張する物体

大気圏再突入環境模擬試験
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２０１６年の北朝鮮



日付 挑発の概要 場所 弾種 飛翔距離

16.01.06 ４回目の核実験を実施 豊渓里（プンゲリ） － －

16.02.07 「人工衛星」と称する弾道ミサイルを発射 東倉里（ﾄﾝﾁｬﾝﾘ） テポドン２派生型 約2,500km（2段目落下地点）

16.03.03 短距離発射体６発を発射 元山（ウォンサン）付近 ３００ミリ多連装ロケット（可能性） 約100～150km（韓国合参）

16.03.10 「スカッド」と推定される弾道ミサイル２発を発射 西岸・南浦（ナンポ）付近 スカッド（推定） 約500km

16.03.18 「ノドン」と推定される弾道ミサイル１発を発射
西岸・粛川（スクチョン）付
近

ノドン（推定） 約800km

16.03.21 短距離発射体５発を発射 東部・咸興（ﾊﾑﾌﾝ）南方 ３００ミリ多連装ロケット（可能性） 約200km（韓国合参）

16.03.29 短距離発射体１発を発射 元山（ウォンサン）付近 ３００ミリ多連装ロケット（可能性） 約200km（韓国合参）

16.04.01 短距離地対空ミサイル３発（内２発は失敗）を発射 宣徳（ソンドク）付近
短距離地対空ミサイル（ＫＮ－０
６）（可能性）

約100km（韓国報道）

16.04.15 弾道ミサイル１発を発射 東岸地域 ムスダン（指摘） 不明、失敗と推定

16.04.23 潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）１発を発射 新浦（シンポ）沖 ＳＬＢＭ（推定） 約30km（韓国合参）

16.04.28 「ムスダン」と推定される弾道ミサイル２発を発射 元山（ウォンサン） ムスダン（推定） 不明、失敗と推定

16.05.31 中距離弾道ミサイル（ＩＲＢＭ）１発を発射 元山（ウォンサン） ムスダン（可能性） 不明、失敗と推定

16.06.22 「ムスダン」と推定される弾道ミサイル２発を発射 元山（ウォンサン） ムスダン（推定）
1発目： 約100km（最大）
2発目： 約400km

16.07.09 潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）１発を発射 新浦（シンポ）沖 ＳＬＢＭ（推定） 数km（韓国報道）

16.07.19 弾道ミサイル３発を発射
西岸・黄州（ファンジュ）付
近

スカッド又はノドン（可能性）
1発目：約400km
3発目：約500km

16.08.03 「ノドン」と推定される弾道ミサイル２発を発射
西岸・殷栗（ウンニュル）
付近

ノドン（推定）
約1,000km
（１発は発射直後に爆発）

16.08.24 潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）１発を発射 新浦（シンポ）付近 ＳＬＢＭ（推定） 約500km

16.09.05 弾道ミサイル３発を発射
西岸・黄州（ファンジュ）付
近

スカッド又はノドン（可能性） 約1,000km

16.09.09 ５回目の核実験を実施 豊渓里（プンゲリ） － －

16.10.15 「ムスダン」と推定される弾道ミサイル１発を発射 西岸・亀城（クソン）付近 ムスダン（推定） 不明、失敗と推定

16.10.20 「ムスダン」と推定される弾道ミサイル１発を発射 西岸・亀城（クソン）付近 ムスダン（推定） 不明、失敗と推定

核実験 弾道ミサイル発射

２０１６年に行われた北朝鮮による挑発事案

２



東倉里
（トンチャンリ） 平壌（ピョンヤン）

亀城（クソン）

防空識別圏(ADIZ)

ＥＥＺ

※ イメージ

元山（ウォンサン）

新浦（シンポ）

日付 挑発の概要 場所 弾種 飛翔距離

17.02.12 弾道ミサイル1発を発射 西岸・亀城（クソン）付近
固体燃料を使用した新型の地
上発射型弾道ミサイル（可能
性）

約500ｋｍ

17.03.06 「スカッドＥＲ」と推定される弾道ミサイル４発を発射
西岸・東倉里（トンチャンリ）
付近

スカッドＥＲ（推定） 約1,000ｋｍ

17.03.22 弾道ミサイル1発を発射 元山（ウォンサン）付近 分析中
発射後数秒以内に爆発、失敗
と推定

17.04.05 弾道ミサイル1発を発射 新浦（シンポ）付近 分析中 約60km

２０１７年の北朝鮮による弾道ミサイル発射状況
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１．配備済みの弾道ミサイルの技術的信頼性の向上

⇐ ２０１６年９月、３発を同時に発射し、いずれも約１，０００ｋｍ飛翔して、

ほぼ同じ地点に落下したと推定。なお、本年３月にも４発を同時に発射。

２．長射程の弾道ミサイルの技術的信頼性の前進

⇐ ２０１６年２月の「人工衛星」弾道ミサイルは２０１２年１２月と概ね同様の態様で飛翔。

長射程の弾道ミサイルの発射実験は、他の弾道ミサイルの性能向上等にも資する。

３．打撃能力の多様化と残存性の向上の追及

⇐ スカッド、ノドン、ムスダンは発射台付き車両（ＴＥＬ）から、ＳＬＢＭは潜水艦から

発射されるもの。個別具体的な発射の兆候を事前に把握することが困難。

４．発射形態の多様化

⇐ ２０１６年６月のムスダン発射や同年８月のＳＬＢＭ発射にみられるような、

通常よりも高い角度で高い高度まで打ち上げる、いわゆる 「ロフテッド軌道」と

いう発射が確認された。 一般論として、迎撃がより困難になると考えられる。

昨年の北朝鮮の弾道ミサイル発射の動向

４
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トクサ スカッドＢ／Ｃ／ＥＲ ノドン ムスダン テポドン２ KN‐08/KN‐14 SLBM (KN‐11)

射
程

約120km 約300ｋｍ／約500km／
約1000㎞

約1,300km 約2,500~4,000km 約6,000km／約10,000km以上
5,500㎞以上

（ＩＣＢＭとの指摘）
不明

概

要

○ 北朝鮮が96年に
SS-21及びTEL
をシリアより入
手し開発したと
の指摘

○ 固体燃料推進方
式

○ 80年代半ば以降、スカッド
Ｂ／Ｃを生産・配備

○ スカッドＣは推進剤タンク
を大型化、ＥＲは胴体部
分の延長や弾頭重量の
軽量化

○ スカッドＣのエアフレーム
及びエンジンを大型化

○ 我が国のほぼ全域がその

射程内に入る可能性があ
り、既に配備されていると
考えられる

○ 北朝鮮が90年代初

期に入手したロシ
ア製SS-N-6を改
良したとの指摘

○ 現在開発中とみら
れる

○ 1段目にノドンの技術を利用したエ
ンジン4基を、2段目に同様のエン
ジン1基を利用と推定

○ 派生型は更に3段目の推進装置を
付加し射程を延長

○ 現在、開発中とみられる

○ 2012年4月及び2013年7
月の閲兵式に登場

○ 2015年10月の閲兵式に

はこれまでと異なる形状
の弾頭部で登場（KN‐14
と呼称）

○ 現在開発中とみられる

○ 北朝鮮が90年代初期に
入手したロシア製SS-N-
6をベースに開発したと
の指摘

○ 固体燃料推進方式で開
発中の可能性

○ 現在開発中とみられる

運
用 TEL TEL TEL TEL 発射場 TEL コレ（新浦）級潜水艦

実

績

等

○ 06年7月5日にキテリョン

から発射されたものと考

えられる

○ 09年7月4日にキテリョン

から発射された可能性

○ 14年：合計5回発射

○ 15年3月2日にナンポ付近

から発射

○ 16年3月10日にナンポ付

近から発射

○ 93年5月の発射実験で使
用された可能性が高い

○ 06年7月5日にキテリョンか
ら発射されたと考えられ
る

○ 09年7月4日にキテリョンか
ら発射された可能性

○ 14年3月26日にスクチョン
付近から発射

○ 16年3月18日にスクチョン
付近から発射

○ 16年8月3日にウンニュル
付近から発射

○ 16年4月にウォン

サンから発射され、

失敗と推定

○ 16年5月にウォン

サンから発射され、

失敗した可能性

○ 16年6月にウォン

サンから発射

○ 16年10月にクソン

付近から発射し、

失敗と推定

○ 06年7月5日にテポドン地区からテ
ポドン２を発射し、失敗

○ 09年4月5日のテポドン地区からの
我が国上空を飛び越える発射で
テポドン２または派生型を利用

○ 12年4月13日の東倉里(ﾄﾝﾁｬﾝﾘ)
地区からの発射でテポドン２また
は派生型を利用、発射は失敗

○ 12年12月12日の東倉里地区か
らの発射でテポドン２派生型を利
用、何らかの物体を地球周回軌
道に投入

○ 16年2月7日の東倉里地区からの
発射でテポドン２派生型を利用、
12年12月と概ね同様の態様で飛
翔させ、何らかの物体を地球周
回軌道に投入

発射実績なし ○15年5月 北朝鮮、SLBM
試験発射に成功と発表

○16年1月 北朝鮮、SLBM
の射出試験映像（15年12
月の金正恩党委員長の活

動に関する記録映画）を放

映

○16年4月、日本海上より

発射

○16年7月、新浦沖より発

射

○16年8月、新浦付近より

発射

(m)
（出典：防衛白書、JANE’S STRATEGIC 
WEAPON SYSTEMS等）

【派生型】

○ 16年7月19日にファンジュ付近からスカッドまたはノ
ドン（可能性）を計3発発射

○ 16年9月5日にファンジュ付近からスカッドまたはノ
ドン（可能性）を計3発発射

北朝鮮が保有する弾道ミサイル
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テポドン

平壌

沖縄

東京

グアム

ハワイ

サンフランシスコアンカレッジ

ワシントンＤ．Ｃ．

ニューヨーク10,000km

6,000km

4,000km

1,500km

東倉里
(ﾄﾝﾁｬﾝﾘ)

北京

デンバー

シカゴ

ロサンゼルス

1,000km

ノドン （射程約1,300㎞）ノドン （射程約1,300㎞）

スカッドＥＲ（射程約1,000㎞）スカッドＥＲ（射程約1,000㎞）

ムスダン （射程約2,500-4,000㎞）ムスダン （射程約2,500-4,000㎞）

テポドン１（射程約1,500㎞以上）テポドン１（射程約1,500㎞以上）

1,300km

（射程約6,000㎞)
（派生型：射程約10,000km以上）
（射程約6,000㎞)
（派生型：射程約10,000km以上）

テポドン２

ロンド
ン

パリ

北朝鮮の弾道ミサイルの射程

※上記の図は､便宜上平壌を中心に、各ミサイルの到達可能距離を概略のイメージとして示したもの

６


